
農業科まとめ                       喜多方市立熊倉小学校 

【第３学年 農業科デビュー】 

 低学年での生活科における気付きを大切にしながらサツマイ

モを育ててきた経験を生かし、ジャガイモやポップコーンを育

てることに挑戦しました。サツマイモの苗と違い、ジャガイモ

は種芋を植えて育てることへの驚きを共有したり、サツマイモ

は根なのに対しジャガイモは茎であるなど理科の学習とも関連

付けたりしながら栽培活動を行いました。 

 自分たちが育てたジャガイモやポップコーンを自分たちで味

わうことで、収穫の喜びや活動の楽しさも味わうことができま

した。 

【第４学年 リベンジ】 

 昨年度は里芋の栽培に挑戦しましたが、高温や水不足の気象

条件によりなかなか思うように収穫できなかった経験を踏ま

え、今年度はジャガイモの栽培を通して、大切に世話をしてい

くことに心がけました。農業科支援員さんに畝立てやマルチ張

りなど教えてもらいながら、自分たちでもやってみました。ま

た、どの学年よりも毎日の水やりや除草作業に熱心に取り組み

ました。その努力が実り、今年は小ぶりではありましたが、かわ

いらしいジャガイモをたくさん収穫することができました。農

業科の学習を通して、植えた後も世話をすることの大切さを学

びました。 

【第５学年 稲作に挑戦】 

 毎年、熊倉小学校では５年生が稲作に取り組みます。社会科に

おける農業の学習と関連付けながら、実際に稲作を経験するこ

とで、農家の人々がどのような思いや願いをもって稲を育てて

いるのかを学ぶことがねらいです。 

 ４月には苗箱に土を入れ、種をまくことからスタートします。

田植えができるまで稲を育てるには、毎日の水の管理が大切で

す。苗箱の土が乾かないように水の管理をしながら育てるうち

に愛着がわき、５月の田植えへとつながりました。代かきされた

田んぼに裸足で入り、定盤という道具を使って稲を均等に植え

ることができるよう印をつけていきます。昔ながらの手植えに挑戦した子どもたちでしたが、農作業の

楽しさを感じながらの学習となりました。１０月の稲刈りでは手刈りに挑戦しました。前かがみの同じ

姿勢に苦労しつつ鎌で刈り取りました。 

 子どもたちが大切に育てたお米は、熊っ子まつりの収穫祭でカレーとしてふるまわれました。保護者

や地域の方に味わっていただき、おいしいねと言ってもらえることに達成感を感じていました。 

【第６学年 農業科集大成】 

 ６年生では、熊っ子祭りの収穫祭で自分たちの育てるニンジ

ンを全校生や地域の方に食べてもらうことをゴールに、栽培活

動に取り組みました。畝立てやマルチ張りなど生活科や農業科

で学習してきたことを生かし、農業科支援員の方々にアドバイ

スをいただきながら自分たちで行いました。除草剤を使わない

で育てるために藁敷きを行い、安心安全なニンジンの栽培を目

指しました。それでも生えてくる雑草には、夏休み中も陸上練

習の前に畑で除草作業を行い、大切に育て続けました。 

 おかげでたくさんのニンジンを収穫することができ、熊っ子

まつりの収穫祭だけでなく、児童会行事の芋煮会にも、自分た

ちのニンジンを入れて味わうことができました。目的をもって育てることで、大変な作業や苦労があっ

ても、それ以上に収穫の喜びやたくさんの人に喜んでもらえる達成感を学ぶことができました。 


